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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月9日(2013.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組織へのリード線の接続を評価するシステムであって、
　　リード線本体の遠位端部に近接して配置された電極と、
　　前記リード線本体の前記遠位端部付近に配置された固定要素であって、前記リード線
本体の前記遠位端部を前記組織に固着させるように構成された固定要素と
を含むリード線本体と、
　前記電極と前記固定要素との間のエネルギー量を示す信号を生成するように構成された
メータと、
　前記信号に応じて、前記リード線と前記組織との間の接続度を判断するように構成され
た電子制御装置と
を含むシステム。
【請求項２】
　前記電子制御装置が、前記接続度を判断する際に、前記エネルギー量を閾値と比較する
ようにさらに構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
前記電子制御装置が、前記接続度を判断する際に、第１の時間と第２の時間の前記エネル
ギー量の差分を計算するようにさらに構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記電子制御装置が、前記接続度を判断する際に、前記エネルギー量の前記差分を閾値
と比較するようにさらに構成されている、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記エネルギー量が、前記電極と前記固定要素との間のインダクタンスを含む、請求項
１～４のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記エネルギー量が、前記電極と前記固定要素との間の静電容量を含む、請求項１～４
のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項７】
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　前記電極がリング電極を含む、請求項１～６のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項８】
　前記固定要素がらせんを含む、請求項１～７のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項９】
　組織へのリード線の接続を評価する方法であって、
　リード線本体の遠位端部に近接して配置された電極と、前記リード線本体の前記遠位端
部付近に配置された固定要素との間のエネルギー量を示す信号を生成するステップであっ
て、前記固定要素が、前記リード線本体の前記遠位端部を前記組織に固着させるように構
成されている、ステップと、
　前記信号に応じて前記リード線と前記組織との間の接続度を判断するステップと
を含む方法。
【請求項１０】
　前記判断するステップが、前記エネルギー量を閾値と比較するサブステップを含む、請
求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記判断するステップが、第１の時間と第２の時間における前記エネルギー量の差分を
計算するサブステップを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記判断するステップが、前記エネルギー量の前記差分を閾値と比較するサブステップ
をさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記エネルギー量が前記電極と前記固定要素との間のインダクタンスを含む、請求項９
～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記エネルギー量が前記電極と前記固定要素との間の静電容量を含む、請求項９～１２
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記電極がリング電極を含む、請求項９～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記固定要素がらせんを含む、請求項９～１５のいずれか一項に記載の方法。
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